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千葉市地域公共交通活性化協議会 

第５回 千葉市地域公共交通部会・バス事業者部会 

議事録 

 

１ 日 時 令和８年３月６日（金）１５時００分～１６時３０分 

２ 場 所 千葉市役所本庁舎低層棟 ４階 調停室 

３ 出席者 ≪委員≫１４名 

二村委員、松野委員、大塚委員、水間委員、成田委員、植草委員、渡邉委員、高橋委員、

大庭委員、的場委員、佐々木委員、長瀬委員、石橋委員、川本委員 

（欠席者：伊東委員、菅井委員、並木委員、三浦委員、横山委員、明石委員、今井委員、

香浦委員、小池委員、渡辺委員） 

      ≪事務局：交通政策課≫ 

   松﨑担当課長、松本交通アドバイザー、大越主査 

 

４ 議事次第 

１ 開会 

２ 議題 

第１号 大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案について 

３ 閉会 

 

５ 配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１ 大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案について 

・参考資料１ 特定事業計画について 

・参考資料２ 千葉市路線バス応援フォーラム２０２６について 

 

６ 議事の概要 

（１） 議題第１号 大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案について 

・別途開催した運賃分科会において、運賃や回数券など料金について協議が調ったことを 

説明。 

・資料に基づき、路線廃止からこれまでの調整経緯や、新たに２社のバス事業者で通勤通 

学時間帯に朝晩各３便を、コミュニティバスや企業バス車両を活用し運行する計画 

（以下、「運行計画」という）について説明。各委員からの質疑応答の後、原案どおり承 

認され、公表する議事録及び資料は公表前に全委員に確認することとした。 
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・協議会で協議が調ったので、各運行事業者は、道路運送法やその関係法令の特例を受 

け、早期の運行開始に向け協議路線としての手続きを進めるよう事務局から要請した。 

（２） その他 

・大椎台線に使用する一部車両は、低床車両ではない車両を用いるため、バリアフリーの 

観点から、運行事業者としても事前に沿線自治会と協力し周知をすることなどを盛り込 

んだ特定事業計画について（参考資料１）について説明した。 

・また、３月１４日に開催する「千葉市路線バス応援フォーラム２０２６」（参考資料２） 

について事務局より説明した。 
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＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「千葉市地域公共交通活性化協議会第５回千葉市地域公共交通

部会・バス事業者部会」を開催します。 

本日は、大変お忙しい中、お集まり頂きありがとうございます。 

本日の司会進行を務める交通政策課の大越です。よろしくお願いします。 

本日は、委員２７名中１４名のご出席を頂いており、過半数に達しておりますので、千葉市地域

公共交通活性化協議会設置条例第７条第２項により、本会議は成立しております。 

また、本会議につきましては、第１回部会において原則非公開とする旨を含んだ議事運営要綱を

ご承認いただいておりますが、今回の議題が協議路線であり、手続きの関係上、公開として取り扱

います。 

公開の会議として会議を進めますがご意見等ございましたらお申しつけください。 

 

【成田委員】 

公表に関しての質問です。公表というのはどのような形を考えているのでしょうか。資料や委員

の発言が公表されるのでしょうか。事前にその内容は確認できるのでしょうか。 

 

【事務局】 

 議事の概要を要約した議事要旨については先行して市のホームページにて公表しますが、皆さま

がご発言された内容を記載する議事録については、委員の皆さまに内容をご確認のうえ公表します。 

 

【成田委員】 

承知しました。 

 

【事務局】 

それでは、本日の資料の確認をします。 

資料につきましては、紙資料を机上配布しております、 

次第、 

出席者名簿、 

座席表、 

資料１ 大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案について 

参考資料１ 特定事業計画について 

参考資料２ 千葉市路線バス応援フォーラム 2026について 

です。 

配付漏れはございませんでしょうか。 

何かお気づきの点がありましたら、挙手いただきますようお願いします。 

 

２ 議題 第１号 大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案について 

【事務局】 
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それでは、議題１「大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案」について、事務局より説明します。 

  ＜資料１を基に事務局から説明＞ 

・別途開催した運賃分科会において、運賃や料金について協議が調ったことを説明。 

・路線廃止からこれまでの調整経緯や、新たに２社のバス事業者で通勤通学時間帯に朝晩各３便

をコミュニティバスや企業バス車両を活用し運行する運行計画について説明。 

只今の説明について、ご質問等はございますか。 

 

【成田委員】 

４点質問がございます。 

１点目は、事務局からのご説明で武井観光は高速バスタイプの車両を活用するとありました。国の許

可が道路運送法第２１条ということですので適用除外かと思いますが、バリアフリーへの対応について

事業者が経営上のリスクを負わないよう、市はどのように対応なさるのでしょうか。 

２点目ですが、交通事故や災害など想定外のトラブルが発生した場合には通常は、運行管理者がいて

対応しているのですが、この路線は共同による運行ですので各事業者の運行管理者の連絡調整が重要と

なり、事業者間で協定のようなものを作成したほうが良いのではないかと思います。 

３点目ですが、利用者数については最初少なかったとしても徐々に口コミで広がっていくものだと思

います。路線バスはある程度利用者がいないと維持していけないので、実際にどの程度維持していくの

かということを協議会で話し合わないといけないと考えます。 

最後４点目ですが、大椎台線は民営の旧千葉中央バスが運行していたものを道路運送法の規定による

手続きを行い、適正に路線廃止したものであり、今回提案の運行について資料や事務局の説明では「復

便」という言葉を使っていますが、この場所は現在バスが運行していませんので形としては新しい路線

であると考えます。市内部での打合せや関係者の調整と異なり、本協議会のような公的な場では、どの

ような言葉が適切かという議論はあるかと思いますが、旧千葉中央バスの路線と誤解を与えるので、「大

椎台線の復便」という表現をしないようにしていただきたいと思います。 

 

【事務局】 

ご質問ありがとうございます。４点ご質問がありましたので順番に回答いたします。 

まず１つ目の、バリアフリーに関する対応についてですが、道路運送法第２１条での運行となります

ので、まずは利用率などを見極め、目安としてはおおむね２年間程度の運行と考えております。車両は

高速バスの車両を活用するためバリアフリー化されておりませんが、市から事業者に対して低床車両の

導入などを積極的に求めることはしていません。対応としては配布の資料でご説明のとおりですが、運

行者となる武井観光が特定事業計画を策定し、自社や沿線自治会とも協力し低床車両ではないことの事

前周知をしっかりと行うことで、車両のバリアフリーにかかるトラブルを避ける考えでいます。また、

先日開催したバス事業者ワーキンググループにて、本件について身体障害者の方にもお話を頂戴しなが

ら対応してきております。 

質問２点目の、運行の安全確保についてですが、大網白里市からも同様に懸念事項としてご意見を受

けています。対応としては運行事業者２社で遅延や事故発生時などの連絡体制などを書面で交わす必要

があると考えており、各社内でも運行管理者同士や運転手含め連絡体制などの確立が必要であると考え

ております。市コミュニティバスの実例がありますので、市としても運行の安全確保のために策定を確

認するようにします。 

３点目の、利用者数などの運行実績については、21条路線でもあるため、定期的に確認、評価をしつ
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つ、状況によっては改善していく必要があると考えており、本会や部会などの活用を考えています。 

最後のご意見としての「復便」という言葉については、本件に関して庁内や地域では「復便」という

言葉に違和感がありませんでしたが、ご意見も踏まえ、「復便」には捉われないよう配慮はしたいと思い

ます。 

ご意見ありがとうございました。 

 

【成田委員】 

ご説明ありがとうございました。理解しました。 

バリアフリーに関しては例えば今後、車両のバリアフリーに関する指導が国から来た場合、協議会な

どで武井観光が運行している背景などを考慮したうえで事業者の負担にならないように進めてほしい

と思います。 

また、このような取組みは他にはない取組みなので、バス事業者のほうも事故が発生した場合の検討

などを行ってほしいと思います。 

運賃については現金での支払いは排除しないと伺っています。高速バス車両での現金収受という状況

になるので、現金の支払い等で停車時間が長くなり遅延が発生するおそれが考えられます。バス停の停

車する位置や現金収受でどのくらい時間がかかるのかなど、他の路線バス事業者からノウハウを伺うな

どしながら進めてほしいと思います。運転手が現金収受と回数券の回収の両方をやるのは負担が大きい

と思います。 

 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。そのほかご質問等はございますでしょうか。 

 

【松野部会長】 

回数券のお話が出たので質問ですが、２社別々の回数券で対応することになるとのことですが、利用

者が回数券を間違えた場合の対応はどうなるのでしょうか。按分などを行うのでしょうか。それから、

障害者割引はあるのでしょうか。 

 

【事務局】 

回数券の支払い間違いのミスをなるべく減らせるよう、回数券の取扱いについては自治会を通じ利用

者となる地域住民にしっかりと周知していくこととしています。また、回数券の支払い間違いを防ぐた

め、例えば事業者毎に回数券の色を変えるなどの対策に努めていきます。 

運賃については、身障者割引は設けずに一律３２０円で考えております。 

 

【成田委員】 

３２０円だと小銭が多くなり負担になるので１００円単位で考えた方が良いかと思います。 

 

【大塚委員】 

運賃分科会の会長の私からご説明させていただくと、現金の取扱いについては分科会でも意見があり

ました。運賃３２０円の根拠は資料の１５ページに記載してあるとおりです。手間を考えると１００円

単位が良いですが、３００円では収支が悪くなるため３００円超の考え方が望ましいということで地域

も理解し、３２０円としたことはご理解いただきたいと思います。 
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お釣りなどにより、運転手の手間や運行の遅延などの課題はありますが、地域としては「まずはバス

を走らせたい」という地元の意向を尊重し、運賃額の３２０円は地域を含め関係者が合意した運賃とな

っています。 

お釣りなどによるトラブルを避けるため回数券制度も導入する計画であり、運行後の状況を見つつ、

事業者と地域とが話し合いをし、改善していくことで進めていければと思います。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。そのほかご質問等はございますでしょうか。 

 

【二村部会長】 

事務局から資料のご説明をしてくださいましたが、なかなか複雑な仕組みをつくられたなと思いまし

た。大網白里市のコミュニティバスの車両を使う、借りるというところで質問ですが、大網白里市側の

メリットはあるのでしょうか。 

 

【高橋委員】 

 大網白里市としては、大網白里市のコミュニティバスの回送距離が短くなるため、事業者に支払う委

託費のうち回送料金が減額になるというメリットが考えられます。 

 

【二村部会長】 

 ご説明ありがとうございました。両市にメリットがないとできないことだと思いますので大網白里市

にもメリットがあるということで承知しました。 

 

【成田委員】 

また質問します。 

この大椎台線は協議路線になるということでよろしいでしょうか。また、地域公共交通計画上ではど

のように捉えるのか教えてください。今回はここに限った内容なので、計画の中でスタンダードにする

ものではないと理解しています。 

 

【事務局】 

道路運送法により協議路線として扱います。本件は、運転手不足で路線バス事業者が路線の確保がで

きないため、コミュニティバスや企業バスの空いた時間を有効活用する運行計画のため、本市の地域公

共交通計画で位置付けている「支え合い交通」の事例に合致します。 

国土交通省も輸送資源の総動員を示しておりますが、今回のケースは地域の輸送資源を活用した事例

でもあると考えます。 

 

【成田委員】 

ご説明ありがとうございます。総動員の考え方は与える影響が大きいので交通空白に関する考え方が

変わってくるかと思います。 

それから一度このような取組みをすると、市民の要望としては、大椎台が良くてこっちは駄目だとか、

市や事業者に言えばやってもらえるみたいなことにはならないように配慮していただきたいと思いま

す。廃止したところをまた走らせるということは事業者にとってとても大変なことだということはお伝
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えします。 

 

【事務局】 

ご意見ありがとうございました。そのほかいかがでしょうか。 

無いようですのでお諮りいたします。 

議題第１号「大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案」につきまして、承認することに賛成の方は

挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

挙手全員ですので、議題第１号「大椎台線復便に向けた取組みと運行計画案」につきまして、原案ど

おり承認いたします。 

 

続いて、報告事項ですが、参考資料２のとおり、３月１４日に「千葉市路線バス応援フォーラム 

２０２６」を開催します。今年度大巌寺線を復便した際に沿線地域自治会を中心に協議体が設立さ

れ、その大巌寺地域連絡会が主催者で本市は共催としています。本部会の二村先生、松野先生にもご

登壇いただきますので、ぜひ多くの方にご周知いただけたら幸いです。 

 

これをもちまして、本日すべての審議事項が終了しました。 

そのほか、委員の皆さまから、ご報告等はございますでしょうか。 

 

【松野部会長】 

公表する資料について確認させてください。資料の中で事業者の経営状況がわかるページは必要性

に応じて非公表でも良いと思います。 

 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。公表にふさわしくないものについては黒塗りで公表したいと思いま

す。 

 

【成田委員】 

最終的に事業者２社に確認してもらって公表したほうが良いと思います。 

 

【事務局】 

そのように対応する考えです。 

（会議終了後、部会長やその他関係者と協議の結果、当該ページは除いて公表することで決定） 

 

そのほか、委員の皆さまから、ご報告等はございますでしょうか。 

 

【石橋委員】 

 私から一言申し上げます。大椎台線について地域の状況にとっては経営上厳しい中、改めてバスが運

行するということに対して委員の皆さまにはご尽力いただき感謝いたします。日中の時間帯はデマンド

交通を運行していますが、朝晩の通勤通学の移動手段の確保が課題となっており、本件は非常に重要で

あると考えております。今後の手続きや運行に向けての準備の際にはまたご協力いただきたいと考えて
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おります。また、地域の方々にはぜひこのバスを積極的に利用してほしいと思っております。本日はあ

りがとうございました。 

 

【事務局】 

そのほかございますでしょうか。 

ないようですので以上をもちまして、「千葉市地域公共交通活性化協議会 第５回 千葉市地域公共交

通部会・バス事業者部会」を終了します。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 


